
生理機能 と精神効果に関す る研究

一ESPと の 関連 一

野 村 晶 子

目 的

本 研 究 は 生 体 の 生 理 機 能 と 精 神 効 果 に つ い て の 関 連 を 分 析 す る も の で,す で に

1971年 度,1972年 度,1974年 度 に 日 本 教 育 心 理 学 会 に 於 い て,生 理 機 能(B.

B.T.,脈 搏,フ リ ッ カ ー 値)と,PersonalityTraits(Y-G,M.M.P.1)

と の 関 連 を み て き た 。 ま た,1973年 度,日 本 超 心 理 学 会 に 於 い て は,同 時 に,E.

S.P.と の 関 連 に つ い て を 報 告 し て い る 。

大 谷(1970)は,G.S.R.,脈 波,体 温,呼 吸 数 とE.S.P.得 点 と の 関 連

で,Position-Efectの 現 象 を み い 出 し,中 枢 神 経 の 活 動 水 準 の 関 一与 を 報 告 し て

い る 。 ま た,J.B.Rhine(1956)は,SodiumAmyta1とCaffein及 び ア ル コ

ー ル の 服 用 で ,E.S.P.得 点 の 変 動 す る こ と を 指 摘 し て い る 。 他 にJ.A.Gree-

wodの 不 安 傾 向Test,ロ ー ル シ ャ ツ ・・と の 関 係 の あ る こ と や ・J.1,.Woodruffの

態 度 と の 関 連 の あ る こ と も あ げ ら れ,殊 に,M・Johnsonの 不 安 傾 向 の 強 いSubject

はE.S.P.高 得 点 を 示 し た 事 実 は 興 味 あ る 現 象 で あ る。 そ こ でE.S.P現 象 を 接

点 と 仮 定 し,生 理 機 能 とPersonalityTraitsと の 関 連 を 分 析 し た の で 報 告 す る。

方 法

Subjectは 東 京 都 内 女 子 短 大 生55名 。

α)実 験 及 びTest施 行 の 期 間 … …1969年 ～1971年

1969年 … …Y-GTest,M.M.P.1.Testの 施 行

1970年 … …(1)体 温 測 定,脈 搏 測 定,及 び生 理 状 態 の 調 査(朝,夜 間 の1日2回

測 定 し,1ヵ 月 間 継 続 測 定 し た 。)

(2)フi)ッ カ ー 測 定(10試 行)

1971年 … …E.S.P.Testの 施 行(大 谷 式 集 団 用 紙)

(ロ〉 手 続 き … …(1)Y-GTest,M.M.P.1.Test施 行 に あ た っ て は 教 室 で 筆 者

が 各 項 目 に つ い て 読 み 上 げ 集 団Testの 手 法 を 取 っ た 。(6月)

(2)生 理 機 能 の 測 定 調 査 に あ た っ て は,Subject自 身1ヵ 月 間 記 録 さ せ

た 。(10月)
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(A.M.6時,P.M.10時 に,体 温(10分 間),脈 搏(1分 間)計 測 し た 。 又,

生 理 周 期 に つ い て も 同 時 に 記 録 し た も の で あ る。)

(3)フ リ ッ カ ー 測 定(6月 ～7月)

(4)E.S.P.Test施 行 に あ た っ て は,自 発 的 に 参 加 し た 者 で あ る

(こ の た めSubjectは55名 で あ る 。)

結果 及び考察

(Table1.)Y-GTraits(hight)とE.S.P.得 点

Traits

Run
D c 1 N 0 Co ㎏ G R T A S (Total)

1

皿

皿

N

4.312

5.125

4.937

5.266

4.684

4.666

5.052

5.158

4.666

4.695

4.666

5.833

.11

4.737

5.400

5.650

4.777

4.423

4.555

5.148

4.781

5,065

5.156

5.219

5.000

5.2β9

,;

5.000

1:1

5.000

4.360

5.000

4.857

4,758

4.633

5.333

4.714

,・

4.143

6.000

4.824

!11

・.

5.176

5.042

5.087

4.416

111

4.800

4.670

4.850

5.054

Total

(シ ー ト)
19.571 18.727 18.384 19.529 18.791 .1111 19.923 19.333 19.551 19.545 20.000 19.695 19.218

(Run)
・.

.: .; ・ ・,　 4.697 5.000 4.980 4.833 .. .. 5.000 4,923 :11

Y-G各Traitsで 高 得 点 を 取 っ た 各Traitsの 平 均 で はE・S・P・

Sheet19.218(Run4.800)で,標 準 化 さ れ て い る 値20(Run5.00)よ り

低 い 得 点 で あ っ た 。(F'ig.1)又,各Traits別 で はY-GTraitsD.で は,E.S・P・

カ ー ドPosition1か ら4ま で を 横 軸 に と る と,Run1に み ら れ る 低 さ か ら,初:●,

か な り 強 い 抑 制 が み ら れ る。 又,TraitsN.も 同 様 の 結 果 で あ っ た 。TraitsC,で も,

抑 制 が み ら れ る 。Run邇Wで は 平 均 以 上 の 得 点 を 得 た 。 即 ち,初 期 の 抑 制 が 強 く,

Run皿 に 於 い て は,得 点 が 最 も 低 い 。 即 ち,U字 形 を 描 い て い る 。 又,RunWに 於 い て

上 昇 を み る 。 初 期 の 抑 制 の な い も の と し て,Ag,S・ が あ げ ら れ る 。 次 に プ リ ッ カ

ー 値 と
・E.S.P.で は,(Fig.2)フ リ ッ カ ー 値 のhightGroupで は ・E.S.P.得 点

(Fig.1)Y-GとE.S・P.得 点

Y-G得 点 の(X)Total
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(Fig.1)Y-GTraitsとE.S.P.得 点

(S)

(附)

(1)Y-Gに つ い て のSca1,内 容

D… … 抑 うつ性

C… … 回帰性

1… …劣 等 感

N… … 神経 質

0… … 主観 性

Ag・ ・… 攻 撃 性

G… …活 動性

R… 一 の ん きさ

T… …思 考 的外 向

A… … 支 配性

S… …社会 的外 向

(2)体 温,脈 搏 のTypeに つ いて

体 温の 差 が 大 …A… 脈 差 が大

一 般型 …B… 一 般型

低 体 温 …C… 頻 脈

高 体 温 …D… 徐 脈
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(Table2.)生 理 機 能 とE.S.P・ 得 点 と の 関 連 、

生理機能 フ リ ッ カ ー 値 脈 摶 体 温

Type
O

H L Me A(差 大) B(一 般) C(類) D(徐) B c

1

五

m

y

5.555

4.777

4.666

5.333

4.333

4.333

4.000

7.000

4.435

6.000

5.250

4.333

4.916

6.000

5.250

4.333

4.650

4.250

4.800

5.200

.1!

:11

4.200

5.266

4.714

3.571

4.714

5.000

5.032

4.742

4.742

5.226

4.400

4.450

4.750

4.750

Toto1

(シ ー ト)
20.111 20.000 21.666 21.666 19.350 19.400 18.166 18.562 19.677

(Run) 5.028 5.000 5.416 5.416 4.637 1 4.541 4.919 4.640

(Fig.2)7リ ッ カ ー 値 とE・S・P・ 得 点

(プ リ ・カー値)

high

(Fig.3)生 理 機 能 とE・S・P・ 得 点

(体 温)BType
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はU字 型 を示 し,LowGroypで は最 終Runで 高得 点 で,急 激 に 伸び を示 して い る

る。 又,生 理 機 能 との 関連 に於 いて は,体 温 で は一 般型BType(高 体 温 期,低 体温

期,排 卵 な どの 生理 周 期 が 明瞭 に 示 され て い る もの)と の 関連 が み られ,E.S.P.

得 点 ではU字 型 を示 して い る。 脈搏 との 関連 は,一 般 型BType(60以 上 ～80以

下),頻 脈CType≫ の もの は,上 昇 傾 向 を示 し,脈 搏 の一 定 で な い ものATypeは

下 降傾 向 を示 してい る。

Y-GTraitsD.N.Typeで は,初 期 に 抑 制傾 向が あ り,Runの 進 む につ れ

て,上 昇 す る この 結果 は,M.Johnsanの 不 安 傾 向の 高 い ものはE .S.P.得 点が

高 い とい う仮 説や,大 谷 氏(1970)のG.S.R.,と の 関連 に於 いて,内 向性の 者 が

Testの 進 行 と共 に得 点 が上 昇 す る とい うPositionEfectの 効果 説 を支 持す る結

果 を得 た こ とに な る・ 又 ・適応 性 の 高 いSubjectのE.S.P.得 点 が 高 い とい う報

告 や,中 枢 神 経の 活 動 水 準 の 関与(過 度 の 緊 張の 状態で は 低得 点)の 仮 説(大 谷 氏)

も,フ リ ッカー 値 の 低 いSubjectのE.S.P.高 得 点,上 昇 傾 向の者 や,脈 榑 の一

般 型BTypeの 者 の 高得 点,上 昇 傾 向 とい う結果 を得 た こ とか ら も,興 味 深い 問題

が 提 起 され た こと にな るo

結 果

E.S.P.に お け るPositionEffectはTestへ の 認 知 と 慣 れ の 関 与 す る 場 合

と 単 な る 抑 制 の み られ る 場 合 が あ る(大 谷1955～)こ と を す で に 指 摘 さ れ て い

る が ・ 本 報 告 で もPositionEffectがPersonalityTraitsと の 関 連 が み ら れ た 。

即 ち,Y-GTraitsD,N,C,Typeの 者 で は,E.S.P.得 点 に 於 い て 初 期 の 抑

制 が み られ(PositionI,∬)Testの 進 行 と 共 に 上 昇 傾 向 を 示 す(Position

皿,N)U字 型Curveを 示 し て い る が,こ れ ら 不 安 傾 向 のTypeの 者 に 得 点 の 変 動

の あ っ た 結 果 か らTestへ の 備 え,即 ち,中 枢 神 経 の 緊 張levelが 関 与 す る こ と が

み られ,(Ag.S.Typeの 者 は,全 く 抑 制 も み ら れ ず,両 者 の 対 比 が 明 瞭 で あ る 。)

従 来 の 研 究 を 支 持 す る も の で あ る 。 又,E.S.P.と フ リ ッ カ ー 値 と の 関 連 で は,

nightlevelの 者 にU字 型Curveを み い 出 し,Lowleve1の 者 で は 高 得 点 を 得 て

い る 結 果 か ら,Personality要 因 に 関 連 ず け る こ と も,で き そ う で あ る 。E .S.P.

と 生 理 機 能 に つ い て は,脈 搏 で は,一 般 型,頻 脈 の 者 が 上 昇 傾 向 を 示 し て い る 。 体

温 で は,一 般 型 のU字Curveが あ げ ら れ,変 動 の あ る 者(1C° 以 上)は 下 降 の 傾 向

を み た 。 し か し ・ 脈 搏 ・ 体 温 の 各Typeに つ い て は ・ 今 後,Subjectを 多 く と り,分

析 し た い 。 又,何 ら か の 条 件 で,逆U字Curveが み ら れ る と す れ ば 興 味 深 い
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問題 と して み てゆ きた い。

稿 を終 え るに あた り,E.S.P.に つ い て御 教 示 い た だ き ま し た,防 衛 大学

校 大谷 宗 司教 授 に 感 謝の 意 を表 します。
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